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NICT第３期中期計画における主な業務（2011～2015年度） 

 計測技術からデータ分析まで幅広い研究分野をカバー 
 情報通信が如何に社会と融合し役立っていくかが課題 

ネットワーク基盤技術 
光通信、ワイヤレス通信、ネットワークセキュ
リティなどの技術の研究開発を進めることによ
り、環境負荷を低減し、大容量で高度な信頼
性・安全性を備えた新世代ネットワークの実現
を目指します。 

ユニバーサルコミュニケーション 
基盤技術 

多言語通信、超臨場感通信などの技術の研究
開発を進めることにより、言葉の壁を越えた
コミュニケーションや高度な臨場感を伴う遠
隔医療など、人と社会にやさしいシステムの
実現を目指します。 

電磁波センシング基盤技術 
時空標準、電磁環境、電磁波センシングなど
の技術の研究開発を進めることにより、電磁
波を安全に利用するための計測技術、災害や
気候変動要因等を高精度にセンシングする技
術等の利用促進を目指します。 

未来ＩＣＴ基盤技術 
脳・バイオICT、ナノICT、量子ICT、超高
周波ICTなどの技術の研究開発を進めること
により、未来の情報通信にイノベーションを
もたらす新たな情報通信概念と技術の創出を
目指します。 

NICTが取り組む研究開発 
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概要 

4．具体的な取り組みの現状 

１．NICTの概要 

テラヘルツ波による金属腐食・文化
財等の調査技術 

マイクロ波による建造物の調査技術 

２．ソーシャルICTとは 
 
第3のパラダイム 
ソーシャルビッグデータ 
中核機関の要件 

３．NICTの要素技術 
 
ネットワーク 
センサー 
分析・可視化技術 

モバイル・ワイヤレステストベッド 
ソーシャルビッグデータ利活用 
 G空間プラットフォーム構築 

１．電磁波によるセンシング 

２．データの伝送・蓄積 ３．データの分析・可視化 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オープンプラットフォーム 
内部研究と外部研究 

組織・体制 
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運
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外
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連
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ネットワーク研究本部 

ネットワークシステム総合研究室 

テストベッド研究開発推進センター 

統合データシステム研究開発室 

情報収集衛星研究開発推進室 

社会還元促進部門 

産学連携部門 

国際推進部門 

産業振興部門 

総務部 

財務部 

経営企画部 

広報部 

脳
情
報
通
信
融
合 

研
究
セ
ン
タ
ー 

ユニバーサルコミュニケーション研究所 

ネットワークセキュリティ研究所 

サ
イ
バ
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攻
撃
対
策 

総
合
研
究
セ
ン
タ
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光ネットワーク研究所 

新
世
代
ネ
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ク 

戦
略
プ
ロ
ジ
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ク
ト 

ワイヤレスネットワーク研究所 

未来ICT研究所 

電磁波計測研究所 

テ
ラ
ヘ
ル
ツ 

研
究
セ
ン
タ
ー 

耐
災
害 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
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研究開発 

組
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断
的
に
連
携
し
て
個
別
研
究
課
題
解
決
を
推
進
す
る 

「連
携
プ
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ジ
ェ
ク
ト
」 

監事 

理事長 理事 

監査室 
新
セ
ン
タ
ー 

ソ
ー
シ
ャ
ルICT

推
進 



ソーシャルICT推進研究センター 

センター長 

ソーシャルICT研究室 企画室 

ソーシャルビッグデータ 
ICT連携センター 

 

副センター長/東大連携拠点長 

統括 

 東大、外部機関連携 
 協議会事務局 
 研究室と連携したNICT横断的 
  取り組みの促進 
 成果展開戦略 

 NICT横断的な研究の推進 
 ソーシャルICT観点で既存研究 
    成果を発展 
 委託研究の推進 
 新規研究テーマの立ち上げ 

  ソーシャルビッグデータ 
    関連研究の推進 
 東大、NII連携の推進 



光テストベッド 

■小金井-■大手町 

米国 タイ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 中国 

海外線 

韓国 

テストベッド研究開発推進センター 

VN 

VN 

VN 

VN 

OF 

OF 

OF 

OF 
OF 

仮想化ノードプレーン 

Openflowプレーン 

DCNプレーン DCN 

DCN 

DCN 

DCN 

 新たなネットワークの実現に不可欠な要素技術を統合した大規模な研究ネットワーク（ＪＧＮ－Ｘ）、大規模エミュレーショ
ン環境（StarBED3）を構築し、エミュレーションから開発・実証まで行える総合的なテストベッド環境を利用して、新世代
ネットワーク技術のスパイラル的進展を目指す。広く産学官にも開放し、タイムリーなアプリ開発等、利活用も促進。 海外の
研究機関とのネットワーク接続等も整備し、国際共同研究・連携や国際展開を推進。 

誰にでも使いやすく 

様々なネットワーク 
環境への対応 

テストベッドネットワーク上で、新たなネットワーク技術 
の機能・運用を検証 

機能・運用検証環
境（プレーン） 

様々なテストベッド 
と連携 

単なるテストベッドを脱却し、 
知の蓄積・共有の場へ StarBED3 

スターベッド キュービッ
ク 

様々なエミュレーション 
対象への対応 

 研究開発テストベッド                      StarBED3 大規模エミュレーション基盤  

北陸 

JGN-X/StarBED3による 
ネットワークR&Dのプロセスイノベーション 
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時代背景：情報通信のパラダイムシフト@坂内理事長 

情報通信第3のパラダイム 
  

 ・フェーズ１ （～20年前） 
  いかにコンピュータや通信システムを作るかが主眼 
 
 ・フェーズ２ （～数年前） 
   いかにネット上にサイバー世界を作るかが主眼 
 
 ・         （これから） 
   サイバー世界と実世界の融合による価値創造が主眼 

フェーズ３         
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ビッグデータ、整理の一案 

   二つの大潮流と、その間 
 ・学術研究の膨大なデータ 
  高エネルギー物理、衛星による宇宙観測、などなど 
  アカデミックビッグデータ 
 
 ・ビジネスに直結する様々なデータ 
   ビジネスビッグデータ 
 
 ・この二つの間に、公共の役に立つ様々なデータ 
   公的研究機関が、自治体、大学、企業などと組んで、 
  社会問題解決に向けてデータ取得と価値創造を目指す 
  ソーシャルビッグデータ 
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8 NICTが目指すソーシャルICT 

河川氾濫 津波・火災 

ゲリラ豪雨・竜巻 

観光 

医療・介護 

仕事・人の創生 農林水産業 

教育 

データ収集 

社会還元 分析 

価値創造 ソーシャルビッグデータ利活用 
委託研究拠点 

M2Mデータセンター設備による 
ビッグデータ収集・分析 

大規模情報分析情報
システム 

分析結果の見える化 

モバイル・ワイヤレス・データテストベッドでの実証実験 

PANDAによる 
気象観測 

無線センサーネットワーク 
（Wi-SUN等） 

カープローブ
データ等 

シミュレーション等の
データ 

 地域・社会が抱える様々な課題に対して産学官が連携して、モバイル・ワイヤレステストベッドを活用し、ソー
シャルビッグデータに係る実証的な研究開発により、様々な先端ICTを活用して社会に還元。 

 ソーシャルICTは実社会とサイバー空間を結びつけるいわばインターフェースの役割を担い、リアルタイム情報
のセンシングやビッグデータの分析、実社会への作用（アクチュエーション）により、社会システムを最適化。 

道路・橋等の構造物 ライフライン 

土砂崩れ 

街づくり・地域活性化 防災・減災 

交通機関 

通信 

地域・社会が抱える様々な課題 



研究所・研究センター 

情情報通信研究機構の地域ICTに関する取り組みについて 

 
￥ 
 
地域ICT連携チーム 

社会還元 

経営企画 

総務 

地域ICT 
研究連絡会議 
議長:坂内理事長 
議長代理:富田理事 

事務局 

ソーシャルICT推進協議会 

地域WG 
共同事務局 

協力 

ソーシャルICT推進
研究センター 

事務局 

耐災害ICT 
研究センター 

耐災害ICT地域連携連絡会 

ユニバーサル 
コミュニケーション研究所 
他研究所・研究センター 

情
報
共
有 

自治体 

個別に自治体と連携中 

案件振り分け 

• 情報共有 
• 機構内横断的
連携 

• ファンドの実
施 

(1) 窓口・インターフェス 
（必要に応じ） 

(2) 対応できる案件につい
て 
振り分け（調整） 

(3) 各種資料のとりまとめ 
(4) ファンドの検討 
(5) 地域イベント対応 

密に連携 

参
画 

窓口 
 

※地域ICT懇談会の
議論も引き継ぐ 

テストベッド研究開発
推進センター 

• 研究所発の連携案件の情
報共有 

• 機構内案件全体の共有 

総務
省担
当課 依頼・ 

報告 

相談 

地方総合通信局 



NICTは何が出来る？ 

   産学官連携による社会課題の解決 

 ・一機関がすべてを出来るわけではない 
  自治体、研究機関、企業などの協力が不可欠 
 
 ・情報通信の公的機関としてのNICT 
  中核機関としての役割を果たせるか？ 
   シーズの核となる技術をいくつか持っていること 
   課題となる分野に踏み込み、ニーズを理解すること 
 
 ・NICTは何が出来るのか 
   センサー、ネットワーク、情報分析 
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２０１２年７月２６日にけいはんな（京都府精華町）付近に発生した積乱雲にと
もなう局地的大雨の成長を北東方向から２分毎に見た鳥瞰図。高度４～６ 
kmに現れたゲリラ豪雨の卵が上昇流で急激に成長している（黄色囲み）。 

17:36:16 17:38:16 17:40:16 8 km 
（高度） 

1
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沖縄サイト 

NICT名護レーダ 
（COBRA） 

大阪大学吹田
キャンパス 

NICT未来ICT
研究所 

NICT沖縄電磁
波技術センター 

 初号機：NICT委託研究「次世代ドッ
プラーレーダ技術の研究開発」に
て大阪大学・（株）東芝が開発し、
大阪大学吹田キャンパスに設置
（2012) 

 ２号機・３号機：初号機と同型の
レーダをドップラーライダーとの融
合システム《PANDA: Phased Array 
weather radar and Doppler Lidar 
Network fusion DAta system》とし
てNICT未来ICT研究所（神戸市岩
岡）、NICT沖縄電磁波技術セン
ター（沖縄県恩納村）に整備（2014） 

近畿サイト 

ライダー 
レーダ 

レーダ 

レーダ 
ライダー 

局地的大雨の予測目指すフェーズドアレイ気象レーダ開発 
 突発的・局所的気象災害の早期検知には、迅速な降水雲の３次元構造の把握が重要であるが、従来のCバンド気
象レーダ観測網や都市域に整備されているXバンドMPレーダでは対応しきれていないのが現状。  

 従来のパラボラアンテナによるレーダから発想を転換し、フェーズドアレイ方式を採用し、開発。 

積乱雲の観測事例 

レーダ開発とPANDA 
の整備 
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観測データ取得後、
データの伝送から処理、
可視化まで所要時間１
分強で可視化が可能 

パラボラアンテナによ
る３次元立体観測（5
～10分） 

フェーズドアレイ
レーダーによる３次
元立体観測（10〜
30秒） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=_HfWENaskOFtKM&tbnid=lGgZUZDRpWG5iM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www2.nict.go.jp/aeri/rrs/&ei=V73gUvnoK8yXiQfe7oEo&bvm=bv.59568121,d.cGU&psig=AFQjCNGia32_WvBrOh4PGbDdmjTi3CFrnQ&ust=1390546630436155


12 最先端リモートセンシング Pi-SAR2 
 

• 航空機搭載合成開口レーダ（Pi-SAR2）は広域の映像を高分解能（30cm）で観測します 
• 全天候で、昼夜関係なく映像を取得できるので、災害監視などに有効です 
• 最新の研究開発により、観測から地上での映像取得までの時間が約10分（従来は数時間）
に短縮されました。 

• 今後、企業を通じて公的機関などに導入されることにより、安全で安心な社会に貢献します。 

平成25年8月18日16時30分頃に発生した桜島昭和火口の爆発的噴火を受け、2日後の8月20日にPi-SAR2に
よる緊急観測を実施しました。 

同機からの写真撮影 
8月18日の噴火 



電磁波による非破壊センシングの性質 

遠隔からも物質と形がそこそこ
わかる。 

マイクロ波 赤外線 ミリ波・テラヘルツ波 透過X線 

何かありそう、がわかる。 
ほとんど接触させる。 

遠距離からも可能、 
周囲温度の影響大。 

内部の金属
は高分解能。 

マイクロ波、ミリ波・テラヘルツ波〜可視光までの電磁波を用いて
様々な材料の表面状態や内部構造を細密に可視化、解析する技術。 

高周波 低周波 
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（波長：1m〜100μm） （波長：10mm〜100μm） （波長：1mm〜0.7μm） （波長：10nm〜1pm） 

 テラヘルツ波（〜10THz）
により、表面の層構造やベニ
ヤ板のずれを観測可能 

→ 表面近傍の高分解能な診断に
有効 

 マイクロ波（5〜20GHz）によ
り、木造建物の壁裏の柱やコン
クリート壁内の鉄筋の状態を観
測可能 

→ 建造物の壁の裏の診断に有効 

 ミリ波（100GHz）により、
壁面の化粧板等を透過して、
内部の柱の状態を観測可能 

→ 木造建造物の診断に有効 

マイクロ波~テラヘルツ波の電磁波におけるNICTの技術 



テラヘルツ波による非破壊センシング 

テラヘルツ波の特徴 
 波長が電波（ミリ波、マイクロ
波）と光の中間 

 X線より周波数が低く、安全性
が高い 

 水や糖、シアン化合物ガスなど
の物質（分子）はテラヘルツ帯
の特定周波数の電磁波を吸収 

センシングへの応用 
 マイクロ波、ミリ波、赤外線、
可視光では検出できない対象物
の測定が可能 

 医療分野を含めて幅広い用途に
利用可能 

 遠隔で物質の特定が可能 
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電波と光波の境界に位置する“0.1～10THz“の電磁波を用いるセンシング技術の
研究開発を実施。 

金属腐食  塗装下金属表面の劣化診断（タービ
ン翼等の鋼材発錆状態の測定） 

文化財  絵画・壁画の調査・分析（絵の具の
種類、断面構造の理解） 

食品・不純
物 

 食品の包含物、残留農薬検査、封筒
内の錠剤、小麦粉内の金属物 

災害現場  火災現場の状況把握（煙内可視化と
有毒ガス検出） 

塗
装
下
金
属
表
面
の
劣
化
診
断 

 火力発電用ガスタービン翼のセラミック
製トップコートの膜厚および屈折率を定
量的に計測可能（電力中央研究所） 

 軽微な発錆部位の検出など、塗膜下鋼材
発錆を顕在化前に早期検出可能 

→ 長期実証試験を実施中 

空気圧縮機 

錆の様子 塗装後 観測結果 

5m
m

 

燃焼機 ガスタービン 

表
面 
石
壁 

多孔質層 

表面図 

赤線部の断面図 

3-
4 

m
m

 
 “NHKサイエンスZERO 〜高松塚古墳壁
画の修復に挑む〜”にて紹介 

高松塚古墳壁画の内部状態の調査 

→ 高い湿度の中で下地内部からカルシウム
が供給されたことで表面にカルサイトが
形成された結果、下地の劣化が進行 

文
化
財
の
調
査 

ジョットの“バディア家の祭壇画”の調査 

 非金属のモノの界面と面情報、さらに粗密の界面
まで可視化可能 

分析結果 

絵の具の下の
金箔 

THz画像 光学画像 

 X線CT等の既存の透過撮影では幾何学的な制約に
より困難な下地を含む絵画の内部構造を三次元で
把握 

→ 石膏2層からなる中世の技法であることを発見 

（文化庁研究助成による奈良文化財研究所との実施） 



試作 

Wi-SUN（ワイヤレス・スマートユーティリティ・ネットワーク） 

 各種メータ、カメラ等のセンサ、屋内外の様々な機器が柔軟に無線ネットワークを構成し、プライ
バシーやセキュリティに配慮して、情報収集、分析、見える化、フィードバック等を行う。 

 人を含む社会全体の健康状態をモニターすることにより、安全で安心な社会を構築する。 

データ収集、分析、見
える化、フィードバッ
ク（セキュリティ） 

ソーシャル
クラウド 

プローブカー、 
交通 

農漁業用センサ 

構造物監視、防災センサ 

試作 
開発した無線 
モジュール 

サービスエリアの拡張が簡単 
（マルチホップ通信） 

省エネ 
（単3電池3個で10年間） 

各種センサーと連携可能 
遠隔モニタリングの制御可能 

健康管理 

40 mm 

20 m
m

 
豊富なオプションにより 
様々な利用形態に対応可能 

スマートメーター 
15 



16 宇宙のブロードバンドを「海のブロードバンド」へ拡大 
- 

• 超高速インターネット衛星を利用して、海洋の無人探査機の遠隔探査、大容量データの高速伝送
に成功しました。 

• 今後、「海のブロードバンド化」が日本周辺の海洋資源探査などに役立ちます 

宇宙のブロードバンド化 
海洋のブロードバンド化 

16 
陸上での遠隔操作風景 

大型車載地球局 海洋調査船「かいよう」 
©JAMSTEC 

ハイビジョン映像等     制
御信号 

「かいよう」に搭載した
WINDS船舶搭載局のアンテ
ナ 

WINDS 超高速インターネット衛星 
「きずな」 最大1.2Gbps 

自律型無人探査機「おとひめ」
©JAMSTEC 



～10㎞ 

～10㎞ 

ネットワーク孤立・不通想定地域 被災想定地域 
片平キャンパス 青葉山キャンパス 

無線中継用小型UAV 3機 

衛星（WINDS） 

超小型地球局 
   計1～2台 固定AP・可搬AP 

計 約50台 

UAV地上局計3台 

NW評価シミュレータ・ 
管理制御センター 

センサーNWノード 
計 約500台 

普段はセンサーネットワークやディジタルサイネージとして使用するワイヤレスネッ
トワークを、災害時に通信途絶を回避するために活用するモデルケースを構築 

車載小型地球局 
計 3台 

東北大学キャンパス内にワイヤレスメッシュ・衛星系テストベッドを整備し，東北大学や通信事業者，
メーカ等と連携し，被災後の迅速なネットワーク再構成を可能とする技術開発を実施  
成果を国内、国外の自治体などに展開 （港区のバス事業ほかにアプローチ中） 

ワイヤレスメッシュテストベッド 耐災害 of ICT 

17 

～10㎞ 
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• 光回線のバックアップ回線設定 
• 災害やイベント開催時の臨時回線設営 
• 山間部などでのラストワンマイル 

× 

高速ミリ波無線(> 10 Gbps) 

Optical fiber 

臨時基地局など 

Radio Access Unit 
(RAU) 

(> 100 Gbps) 

有無線両用通信システム 

臨時設営性の高い高速通信システムを実現 



地方自治体、
NPO、ボラン
ティア団体等 

「宮城県で何が不足 
していますか」 

1. 被害の全体像表示 

ユーザ 

H26年度DISAANA
と名付けシステムを
一般公開、自治体
様の利用を期待 被災者を含む

地域住民等 

「宮城県のどこで毛布が 
不足していますか」 

質問：「どこで竜巻」？ 

2. ロングテイル事象も見逃さ
ない 

アレルギー児対策： 
食物アレルギー対応食 

耐災害情報分析システム 

対災害情報分析システムの研究 

3. 竜巻の検出；メディアのニュー
スより早く（2013.9.2） 

19 



◆大阪大学 

◆NICT本部（小金井） 

10G L2ネット
ワーク 

(JGN-X) 
大規模データ保存 

保存サイズ（H.25年7月10日現在）： 
137日分・100TB（平均0.73TB/日） 

リアルタイム3次元可視化（20秒） 

モニタリング 
（10～30秒
間隔） 

3D版 

フェーズドアレイ 
レーダ 

リアルタイムデータ転送（4秒） 

現在の降雨レーダ情報Web（2D） 

リアルタイム並列データ処理（5～8秒） 

高精度で多量のデータを伝送、解析、成果公開、保存 
- 

20 



モバイルワイヤレステストベッド 

①センサー情報収集 

センサープラットフォーム 

②センサークラウドでの処理 

センサー情報管理基盤 
（データセンタ） 

地域一次産業関連
情報基盤 

③地域一次産業関連 
  情報基盤との連携 

④分析データ提供 
その他 
事業領域 
への展開 

クラウド
への接続 

センサー 
プラグイ
ン 

防災用センサーシステム 農業用センサーシステム 

GIS情報 

センサー情報 

・エリア別 
・センサ別 

自治体向け 
安全・安心、防災・減災 

サービス 

放送・通信連携 
オープンプラットフォーム 

【情報内容】 

防災用途のサービス 
（鉄道事業者用管理システム構築） 

交通用センサーシステム 住宅用センサーシステム 

農業用途のサービス 
（高付加価値型産品市場の構築等） 

交通用途のサービス 
（車両運行、配送管理） 

住宅用途のサービス 
（一括受電による電気料金の低減

化） 

21 
センサー群、ネットワーク、データセンターまで 



鉄道路線のトンネル出口付近の土砂崩れ等による被害を防止するために、斜面に
センサーを設置して監視を行うとともに、分析の結果により予測等を行う。 

斜面に設置されるWi-SUN転
倒センサー 
（マルチホップ機能によりWi-
SUN親機に情報を伝送） 

鉄道防災用実証試験装置 

22 

実証実験のポイント 

 公共交通の安全運行支援システムと
して、路線周辺の斜面地のセンサー
監視システムにより監視・検証を行う。 
 

 災害発生そのものを未然に防いだり、
災害規模の縮減が期待でき、耐災
害コストの低減化が期待できる。 

Wi-SUN基地局には転倒セン

サーへの通信機能、監視カメラ、
雨量計、温湿度計を搭載。 

転倒センサー 

雨量計 
気温計 

Wi-SUN 

センサー拠点 

カメラ拠点 

監視カメラ 

Wi-SUN基
地局 

Wi-SUNにより伝送されたセン
サーからの情報はWI−SUN基
地局内で３G/LTEの信号に変

換されクラウド（横須賀）に情
報を伝送。 

設置場所：京浜急行電鉄鉄道域内 



農業用実証試験装置 

農作物の生産過程におけるきめの細かい品質管理を行うための農業用センサー
ネットワーク実証試験装置。 

Wi-SUN Wi-SUN 

親機 
（Wi-SUN無線通
信機能付き） 

子機 
（カメラ） 

子機 
（センサー） 

モバイル網 

■ Cast 
I love  TV !! It makes  
entertainment pleasant. 
■ Story 
Second screen changes  
the flow of contents.  
■ APP 

F 動 APP 

生産者情報、 
生産者用管理情報 
（センサーデータ） 

センサー情報管理基盤 
（データセンタ、横須賀） 

NICT 
サーバ 

コンテンツ管理・
変換・送出 

LTE/WiMAX等 

ネットワーク構成 

子機 

実証実験のポイント 

 温度・湿度や日射量などの
データを収集し、適切な温
度・水分管理や収穫次期等
の参考。 
 

 環境等の他のアプリケーショ
ンに対し、屋外センサー情報
を提供。 

設置場所： 神奈川県三浦市、北海道川上郡 

センサープ
ラットフォー
ム（親機） 
 

画像、GPS、
温度・湿度、
気圧、日照、
赤外線、風
速、土壌水
分、土壌温
度等 

23 各種センサーに対応した子機 



ソーシャル・ビッグデータ利活用・基盤技術の研究開発 24 



構造物監視センサーネットワーク設備を利用した実証実験 
 橋梁に構造物監視センサーを設置し、振動及び温湿度のデータを収集する。 
 収集データを920MHz近距離無線通信で各橋梁内の構造物監視センサーゲートウェイ装置に送信し、３Ｇ通信に
より大規模ストレージ設備へデータを格納する。 

 収集したデータを元に、振動データの計測原理と分析手法の検証を行う。 

センサーゲートウェイ装
置（親機） 

NICT小金井 
（大規模ストレージ） 

センサー 
モジュール 
管理サーバ 

データ分析 

振動 温湿度 

… 

センサーモジュール
（子機） 

振動 温湿度 

接続可能台数 
25台(最大) 

広域無線（3G） 

振動センサー 湿度センサー 

実証実験のポイント 

車両通行方向 

上り 

下り 

鋼橋、PC橋など橋梁の材質や橋梁自身の新
旧の違いを考慮して設置場所を選定 
 

３箇所の異なる橋梁に計７５式のセンサーモ
ジュールを設置 
 

無線機バッテリーを２年間もたせる条件下で、
パラメータ（伝送速度、計測時間、データ送信
タイミング、サンプリング周波数、センシング感
度）を選定 

 例として、サンプリング周波数40kHzでデータ計測時間10秒/1
回/1日。また100Hzの場合で10分/1回/1日。 

親機 

センサーと子機 

親機 

振動センサー設置場所（上面図）イメージ 
近距離無線 

（920MHz/出力10mW） 

データの利用に関する
協議会を設置予定 

25 



建造物、橋梁共に、１箇所に１台で、各箇所の
全センサーデータを収容可能。 

小型のため電柱に設置可能であり、屋外設置
時の電源や敷地の確保の問題を解決。 

プログラマブル構造物センサーネットワーク設備を利用した実証実験 

 福島郡部を中心として建造物および橋梁に無線センサーを設置し、それらの振動データを収集。 
 データは、携帯キャリア公衆網を通じて大規模ストレージ設備に蓄積し、評価支援用のデータを長
期・継続的に算出し、標準点検要領の点検項目と比較しての活用可能性・活用範囲を検討。 

 無線センサーの長期連続動作により、通信安定性、動作安定性、電池稼働性、屋外耐久性等を検
証・改良。 

JGN-X※

大規模ストレージ設備

IEEE1888形式を扱うサーバ
（FIAPStorage）

・・・

Internet

無線ヘッドエンド管理・
データ処理ソフトウェア

無線ヘッドエンド装置

計測対象物（ビル）
構造物監視センサー設置設備

構造物監視センサー装置

計算機設備・計算サーバ

仮想マシン

テム全体像＞

観測値

計測対象物（橋梁）

:NTTDの導入物 IEEE1888

※JGN-X（JGN eXtreme）
新世代通信網テストベッド

対象設備構成品 

橋梁（６箇所×２センサー） 構造物（２箇所×７センサー） 

構造物管理者 

地震発生時
の振動 

実証実験のポイント 

構造物の健全性の評価および橋梁
の長期劣化の評価。 
 

１つは８階建てのオフィスビル、２つ
めは役場の３階建てビル。 
 

無線センサのバッテリー寿命と必要
なデータのトレードオフをスリープ機
能、トリガー機能により検討。 
 

加速度センサーは１００Hzサンプリン
グ。トリガー値を２〜３トン車に合わ
せている。１時間の内で１０回を越え
るような場合はそれ以上反応しない。 
 

センサーバッテリーの寿命は２時間/
１日で２年間。 

重量車両通
過時の振動 

センサー設置のイメージ 親機 センサーと子機 26 

周波数920MHz/出力25mW 



河川監視センサーネットワーク設備を利用した実証実験 
 河川流域（２級河川以下）に河川監視センサーを設置し、河川水位及び流域雨量のデータを収集。 
 収集データをマルチホップ無線で河川監視局内の設備に送信し、データ解析及び水位予測（リアルタイムな可視
化）を実施。また、データは、大規模ストレージ設備に転送・蓄積し、『水位予測モデル』の検討に活用。 

 自治体職員が庁舎で居ながらに「水門開閉タイミング」や「流域住民への避難勧告発信時期」を適切かつタイム
リーに判断できるような情報配信システムの開発及び実証。 

NICT小金井 
（大規模ストレージ設備） 

Internet 

■水位・雨量データのデータ送信に関する技術 

GW 

L3SW 

NW管理用
ｻｰﾊﾞ 

ﾃﾞｰﾀ管理用
ｻｰﾊﾞ 

揚水機場１ 

揚水機場２ 

揚水機場５ 

揚水機場６ 

揚水機場４ 

揚水機場３ 

市役所 揚水機場１から市役所まで５〜６km 

  ：920MHz無線機（12箇所16式、出力20mW） 
  ：水位センサー（6箇所9式） 
  ：雨量センサー（1箇所1式、10分間隔） 

市役所 
（サーバ施設） 

920MHz帯無線機 
(親局) 

920MHz帯無線機(中継局) 920MHz帯無線機(子局) 雨量データロガー 

水位計変換処理器 水位計 

雨量計 

 超音波反射時間方式 
 測定分解能1cm 

 

 雨量(0.5mm単位) 
 累加雨量(0.5mm単位) 

無効な経路 

27 

データをIPv6パケットでマルチホップ伝送 



JOSE 簡易設置用・固定型無線環境センサーネットワーク設備を利用した委託研究 

■実施概要 
① 広島市内６箇所に環境センサーを設置し、各所の環境のデータをリアルタイムに収集 
② 収集データは、局間中継にて、無線環境センサーゲートウェイ装置に集約され、 
  ３G／LTE網を介して大規模ストレージ設備に転送・蓄積 
③ 計算機設備では、機械学習によりセンサーデータ相互の関係や時間的な変化の特性を捉え、 
  地域の局所的なヒートアイランド現象を解析 
④ 環境の急激な変化や予兆をリアルタイムに検出するとともに、過去の変化パターンから 
  ヒートアイランド現象を予測 

JOSE(Japan-wide Orchestrated Smart/Sensor Enviromnet)( 大規模スマートICTサービス基盤テストベッド) ： 
広域に配備された複数種のセンサーから得られる観測データを、高速ネットワークで結ばれた分散拠点上の分散計算機を用いてリアルタイ
ムに処理・解析するサービスを実装し，フィールド実証することが可能なテストベッド。 

28 



90GHz帯リニアセルによる高精度イメージングの研究 

光送信部 

IF受信部 

中
央
制
御
・
信
号
処
理
部 

高速光検出器 

高感度ミリ波=光 
変換技術 

レーダー 
送受部 

光ファイバ無線 

高安定広帯域 
光FM信号生成 

高速セル切替 
１ｍｓ 

セル1 

セルm 
セルn 

2GHz幅、5μs 

空港などのインフラの安全性向上を目的としたファイバ無線技術を
用いた高精度ミリ波イメージング技術の研究開発を実施。NICTは
光によるFM信号発生技術、光信号配信技術、光＝ミリ波変換技術、
データを集約するネットワークの検討などを担当。 

 
＜最近の成果＞ 
・高速光検出器（光→ミリ波変換）を開発、動作帯域50GHz以上に
目処。量子ドットによる新規感度増倍構造を提案。GB積１５０以
上を実証。 
・世界最高速、最高帯域幅FM信号発生に成功。50μ秒で12.8GHz幅の
信号掃引実現。 
・仙台空港で2月に実証実験実施 
 
＜H27年度の実施見込＞ 
・主要空港での実証実験実施。数センチ以下の分解能を実現。 

ミリ波発生用光検出器 

滑走路にねじが落ちていたら !？ 



G空間プラットフォームの構築 30 

数々のＧ空間情報を一箇所に集め、価値ある情報に変換して社会・産業に貢献し、 
データ提供者、情報利用者にもメリットをもたらすという社会的な仕組みを 
Ｇ空間プラットフォームを構築することで実現します。 

データ提供者 

情報利用者 

利
用 

提
供 

基盤データ 

G空間プラットフォーム 

静的データ 動的データ 

法人 

公共団体 

一般ユーザ 

データの登録・
検索機能 

利用者の登録 リアルタイム
データの処理
機能等 データの登録・

検索機能 

データの変換・編集・加工・ 
データベース構築・解析機能 

道路・建物情報 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ情報 

気象・防災情報 

公共施設情報 

航空写真 

防災情報 

ハザードマップ 

道路・公共交通 
情報 

プローブ情報 

人の移動情報 



G空間プラットフォーム推進体制 31 

再委託 再委託 



【参考】機能検証例: 防災・減災(集中豪雨)/神戸市 テーマ 実施地域 概要 

防災・減災 
(集中豪雨) 

神戸市 気象レーダの降水分布データと、携帯電話の混雑統計等
を重ね合わせ、降水域内の車・人を把握する 

活用するG空間情報： フェーズドアレイ気象レーダ、プローブカー情報、携帯電話の混雑統計情報 
 

32 

機能検証例: 防災・減災(集中豪雨)/神戸市 



まとめ  

 サイバー世界と現実世界を融合し、新たな価値を創造することが
これからの情報通信の大きな役割の一つ 
 公共の役に立つソーシャルビッグデータ 
 それを活用し社会課題課題解決/価値創造を目指すソーシャルICT 
 多くの機関の連携が必須 
 中核機関は、重要シーズを持つと共に、ニーズ把握も重要 

 NICTは様々な技術を有し、またニーズ把握にも取り組み開始 
 具体的な取り組み例の紹介 
 モバイルワイヤレステストベッドの整備 
 ソーシャル・ビッグデータ利活用・基盤技術に関する委託研究 

 G空間プラットフォーム構築事業と機能検証、応用例 

 


